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第 ３ 回
定例議会

全小学生にタブレット端末を
（計1億円）

（仮称）渡邉辰五郎記念館用地を
測量する（450万円）

一
般
会
計
の
決
算
は
特
別
委
員
会
に
付
託

一
般
会
計

介
護
保
険

特
別
会
計

各
会
計
決
算
認
定
に
お
け

る
質
疑
（
抜
粋
）

宿
直
業
務
に
つ

い
て
は
2
社
か
ら

の
見
積
り
で
随
意
契
約
を

し
ま
し
た
。
日
直
業
務
に

つ
い
て
は
3
社
に
よ
る
指

名
競
争
入
札
を
行
い
契
約

し
ま
し
た
。
委
託
開
始
当

初
は
、
戸
惑
い
も
あ
り
ま

し
た
が
現
在
は
問
題
な
く

対
処
し
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
国
が

示
す
と
お
り
の
保

険
料
段
階
を
設
定
し
て
い

ま
す
。
本
町
の
最
高
段
階

（
9
段
階
）
の
人
は
全
体

の
3
・
2
％
で
す
。
高
額

所
得
者
の
多
く
分
布
す
る

大
都
市
で
は
基
準
額
を
吊

り
上
げ
、
段
階
を
増
や
し

て
保
険
料
を
多
く
納
め
て

も
ら
う
こ
と
も
有
効
で
す

が
、
本
町
で
は
不
向
き
で

あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
段
階

を
見
直
す
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

役
場
の
宿
日
直

業
務
委
託
に
関
し

て
競
争
入
札
は
行
っ
た
の

か
、
ま
た
業
務
委
託
に
し

て
問
題
は
起
き
て
い
な
い

か
。

現
在
の
介
護
保

険
料
の
段
階
設
定

は
9
段
階
で
あ
る
が
、
最

高
の
9
段
階
で
は
本
人
所

得
が
２
９
０
万
円
以
上
と

答

答

問問

平
成
28
年
第
3
回
定
例
議
会
は
、
9
月
12
日
に
招
集
さ
れ
16
日

ま
で
の
5
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
平
成
27
年
度
各
会

計
決
算
認
定
を
始
め
、
補
正
予
算
な
ど
11
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
を
除
き
、
議
案

は
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
・
同
意
し
ま
し
た
。

第
5
日
目
に
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会

か
ら
継
続
審
査
の
申
し
出
が
あ
り
、
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
7
人
の
議
員
が
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、「
内
容
が
複
雑

多
岐
に
わ
た
る
た
め
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
詳
細
な
審
査
を
望
む
」
と

の
動
議
が
出
さ
れ
、
そ
の
動
議
を
可
決
し
、
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

第
1
回
目
の
会
議
を
9
月
16
日
に
開
き
、
委
員
長
及
び
副
委
員
長
の
互
選
を

行
い
、
付
託
さ
れ
た
一
般
会
計
の
決
算
審
査
に
つ
い
て
は
、
閉
会
中
の
継
続
審

査
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
審
査
日
を
10
月
7
日
に
決
定
し
、
執
行
部

か
ら
町
長
外
担
当
課
長
等
の
出
席
を
求
め
、
詳
細
に
審
査
し
ま
し
た
。
な
お
、

審
査
結
果
は
第
4
回
定
例
議
会
に
お
い
て
委
員
長
よ
り
報
告
さ
れ
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
（
8
名
）

委 

員 

長　

左　
　

一
郎　
　
　

副
委
員
長　

仁
茂
田
健
一

委　
　

員　

岩
瀬　

康
陽　
　
　

委　
　

員　

御
園
生　

明

委　
　

員　

松
野　

唱
平　
　
　

委　
　

員　

大
倉　

正
幸

委　
　

員　

丸
島　

な
か　
　
　

委　
　

員　

和
田　

和
夫

な
っ
て
お
り
、
設
定
の
中

心
が
所
得
の
低
い
方
に
向

け
ら
れ
て
な
い
か
、
ま
た

最
高
段
階
（
9
段
階
）
が

２
９
０
万
円
以
上
で
は
不

公
平
感
を
感
じ
る
が
、
他

市
町
村
の
よ
う
に

５
０
０
万
円
以
上
な
ど
段

階
を
増
や
す
考
え
は
な
い

か
。

第３回定例議会の
あらまし
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意
見
書
の
提
出

人
事
案
件

平成27年度　各会計決算額の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
会計区分 歳入額 歳出額 差引額

一　般　会　計 5,234,429,763 4,316,529,309 917,900,454

特別会計

国 民 健 康 保 険 1,458,918,866 1,431,702,475 27,216,391
後 期 高 齢 者 医 療 92,401,394 92,382,004 19,390
介 護 保 険 1,053,919,670 1,003,268,394 50,651,276
笠 森 霊 園 事 業 60,080,442 54,386,505 5,693,937
農 業 集 落 排 水 事 業 220,181,821 215,656,604 4,525,217
合　　　計 8,119,931,956 7,113,925,291 1,006,006,665

ガス事業会計

収益的収入 収益的支出 差引額
654,924,040 642,780,662 12,143,378
資本的収入 資本的支出 差引額
47,846,200 203,750,491 155,904,291

資本的収入額が資本的支出額に不足する額 1 億 5590 万 4291 円は、過年度
分損益勘定留保資金 591 万 7079 円、当年度分損益勘定保留資金１億 1546 万
1398 円、建設改良積立金 2278 万 9790 円及び当年度分消費税及び地方消費
税資本的収支調整額 1173 万 6024 円で補てんした。

討論

討論

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

高
す
ぎ
る
国
保
税
引
き

下
げ
の
た
め
に
、
一
般
会

計
か
ら
の
法
定
外
繰
り
入

れ
や
、
独
自
の
支
援
策
を

実
施
し
、
国
に
対
し
て
は

国
庫
負
担
の
引
き
上
げ
を

強
く
求
め
る
べ
き
で
す
。

深
刻
な
受
診
抑
制
と
重

篤
化
の
危
険
に
よ
っ
て
医

療
費
が
増
え
る
仕
組
み

で
、
悪
循
環
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
。
年
々
重
く
な

る
保
険
料
の
負
担
を
引
き

下
げ
る
べ
き
で
す
。

保
険
給
付
費
が
支
出
全

体
の
62
％
を
占
め
、ま
た
、

保
険
税
収
入
は
歳
入
の

18
％
と
な
っ
て
い
る
。
歳

出
の
経
費
に
つ
い
て
は
、

事
業
を
行
う
た
め
の
必
要

な
経
費
の
支
出
で
あ
る
の

で
本
決
算
の
認
定
に
賛
成

し
ま
す
。

町
に
お
け
る
本
会
計
の

運
営
は
、
本
町
に
係
る
保

険
料
の
収
納
、
広
域
連
合

へ
の
納
付
あ
る
い
は
負
担

金
の
支
払
い
事
務
等
で
あ

り
、
内
容
に
つ
い
て
は
適

当
と
判
断
し
賛
成
し
ま

す
。

和田和夫
議員

和田和夫
議員

河野康二郎
議員

丸島なか
議員

賛 成

賛 成

反 対

反 対

一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
、
独
自
の

支
援
策
の
実
施
を

年
々
重
く
な
る
保
険

料
負
担
の
引
き
下
げ

を

事
業
を
行
う
た
め
の

必
要
経
費

適
当
な
も
の
と
判
断
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討論
平
成
27
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

昨
年
の
決
算
と
比
べ
て

１
５
３
７
万
円
も
基
金
を

増
や
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
介
護
保
険
料
に
あ
て
る

べ
き
だ
っ
た
と
考
え
ま

す
。
保
険
料
の
減
免
制
度

の
充
実
、
利
用
料
の
軽
減

制
度
の
創
設
が
必
要
で

す
。

和田和夫
議員

反 対
基
金
の
増
額
分
は
保

険
料
軽
減
に
充
て
る

べ
き
で
す

補
正
予
算

●�

一
般
会
計
（
第
３
号
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導

入
に
伴
う
情
報
漏
え
い
防

止
の
た
め
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
強
化
対
策
委
託

料
、
千
葉
県
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
で
の
特
産
品
Ｐ

Ｒ
関
連
経
費
、
統
合
小
学

校
建
設
に
伴
う
防
球
ネ
ッ

ト
設
置
工
事
費
、（
仮
称
）

渡
邉
辰
五
郎
記
念
館
建
設

予
定
地
測
量
業
務
委
託
料

な
ど
を
追
加
し
、
土
木
費

で
は
補
助
事
業
の
交
付
決

定
に
伴
う
減
額
な
ど
を
行

う
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
に
、
３
１
５
６
万

2
千
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
総
額
は
47
億
５
５
９

８
万
7
千
円
で
す
。ま
た
、

統
合
小
学
校
に
教
育
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
を
導
入

す
る
た
め
賃
借
の
債
務
負

担
行
為
の
補
正
が
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度

補
正
予
算

全小学生にタブレット端末を
（計 1 億円）

債
務
負
担
行
為

と
し
て
小
学
校
教

育
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等

賃
借
料
を
限
度
額
約
1
億

円
（
期
間
約
5
年
間
）
を

補
正
計
上
し
た
が
、
詳
し

い
内
容
は
。

質 

疑（
要
旨
）

問

委
員
会
は
議
会
の
内
部
組
織
と
し
て
、

本
会
議
に
お
け
る
審
議
の
予
備
的
審
査
、

調
査
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
南
町
議
会
で

は
、
議
会
運
営
委
員
会
、
広
報
特
別
委
員
会
の
ほ
か
、
常

任
委
員
会
と
し
て
総
務
常
任
委
員
会
、
産
業
建
設
常
任
委

員
会
及
び
教
育
民
生
常
任
委
員
会
の
3
つ
の
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
特
別
委
員
会
は
、
予
算
・
決
算
に
つ
い
て
、
よ

り
詳
細
に
審
査
す
る
た
め
に
議
決
に
よ
り
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
特
定
事

件
に
つ
い
て
も
調
査
等
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
議
決

に
よ
り
特
別
委
員
会
が
設
置
で
き
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
は
画
面
を
直
接
触
っ
て
操
作
す

る
、
携
帯
で
き
る
情
報
端
末
で
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
中
間
に
あ
る
端

末
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
よ
り
も
画

面
が
大
き
く
操
作
性
が
良
い
こ
と
に
加
え
、
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
よ
り
も
軽
く
、
楽
に
持
ち
運
び
で
き
る
こ
と
が
特
徴

で
す
。

委
員
会
と
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
は
現
在
、
西
小

学
校
で
導
入
し
、
1
台
に

つ
き
1
・
2
人
の
充
足
で

あ
り
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
す
。
こ
の
実
績
を

も
と
に
西
小
の
児
童
は
素

晴
ら
し
い
活
動
を
続
け
、

他
の
学
校
か
ら
も
導
入
に

強
い
要
望
が
あ
り
、
統
合

小
学
校
で
は
是
非
と
い
う

答

意
見
も
聞
い
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
4
月
の
統
合
を

機
に
5
年
間
の
リ
ー
ス
契

約
を
結
び
1
人
1
台
を
充

足
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
使
っ
て
受
け
た
教
育
の

価
値
を
子
ど
も
た
ち
が
将

来
、
自
分
の
才
能
、
あ
る

い
は
仕
事
の
中
に
見
出
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

※
賛
成
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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（
仮
称
）渡
邉
辰
五
郎
記
念
館

予
定
地
の
測
量
が
始
ま
る

本
事
業
は
地
方
創

生
加
速
化
交
付
金
に

よ
り
基
本
構
想
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
後
本

事
業
を
さ
ら
に
進
め
て
い

く
た
め
に
は
財
源
の
確
保

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

国
は
平
成
28
年
度
の
地
方

創
生
推
進
交
付
金
を
追
加

補
正
し
、
平
成
29
年
度
に

（
仮
称
）
渡
邉
辰
五
郎
記
念
館
建
設
用
地
の
取
得

は
計
画
が
完
全
に
固
ま
っ
て
か
ら
で
良
い
と
考
え

る
が
、
な
ぜ
現
時
点
で
用
地
測
量
業
務
の
予
算
計
上
と

な
っ
た
の
か
。

答 問

予
算
は
単
一
年
度
で
完
結
す
る
の
が
原

則
で
す
が
、
１
つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年

度
で
終
了
せ
ず
に
後
の
年
度
に
お
い
て
も「
負
担
＝
支
出
」

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
後
の

年
度
の
債
務
を
約
束
す
る
こ
と
を
予
算
で
決
め
て
お
き
ま

す
。
こ
れ
を
債
務
負
担
行
為
と
い
い
ま
す
。

債
務
負
担
行
為
と
は

●�

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

２
５
７
万
５
千
円
を
増
額

国
民
健
康
保
険
の
都
道

府
県
化
に
伴
う
シ
ス
テ
ム

改
修
費
や
保
険
税
の
還
付

金
な
ど
を
主
に
追
加
す
る

も
の
で
、
補
正
後
の
総
額

は
13
億
２
９
８
７
万
5
千

円
で
す
。

●�

教
育
委
員
会
委
員
の
同
意

大
森
文
子
氏
（
米
満
）

が
平
成
28
年
9
月
30
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

た
め
、
新
た
に
風
戸
正
敏

氏
を
任
命
し
た
い
旨
の
提

案
が
あ
り
、
適
任
と
認
め

同
意
し
ま
し
た
。

●�

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）

　
２
６
９
０
万
８
千
円
を
増
額

前
年
度
に
超
過
交
付
を

受
け
た
支
払
基
金
交
付
金

の
返
還
金
及
び
精
算
に
伴

う
一
般
会
計
へ
の
繰
出
金

な
ど
を
主
に
追
加
す
る
も

の
で
、
補
正
後
の
総
額
は

10
億
８
２
９
０
万
８
千
円

で
す
。

風
戸  

正
敏  

氏

お
い
て
も
予
算
を
確
保
す

る
と
報
道
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
事
業
に
は
国
の
補

助
事
業
を
活
用
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
国
へ
申

請
す
る
に
は
平
成
28
年
度

予
算
へ
の
計
上
が
条
件
と

さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
回

４
５
０
万
円
を
計
上
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現在西小学校に導入されているタブレット端末
（統合小学校に導入される型式ではありません。）
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議案
番号 件　　　　　名

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 14

議
決
の
結
果

岩　

瀬　

康　

陽

御
園
生　
　
　

明

松　

野　

唱　

平

河　

野　

康
二
郎

森　

川　

剛　

典

大　

倉　

正　

幸

板　

倉　

正　

勝

左　
　
　

一　

郎

加　

藤　

喜　

男

仁
茂
田　

健　

一

丸　

島　

な　

か

和　

田　

和　

夫

松　

崎　

剛　

忠

議　案
第１号

平成28年度長南町一般会計
補正予算（第3号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○ ○ ◯ ○

議　案
第２号

平成28年度長南町国民健康
保険特別会計補正予算（第1
号）について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○ ○ ◯ ○

議　案
第３号

平成28年度長南町介護保険
特別会計補正予算（第 1号）
について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○ ○ ◯ ○

認　定
第１号

平成27年度長南町一般会計
歳入歳出決算認定について 決算特別委員会へ付託

認　定
第２号

平成27年度長南町国民健康
保険特別会計歳入歳出決算認
定について

認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○ ○ × ○

認　定
第３号

平成27年度長南町後期高齢
者医療特別会計歳入歳出決算
認定について

認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○ ○ × ○

認　定
第４号

平成27年度長南町介護保険
特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○ ○ × ○

認　定
第５号

平成27年度長南町笠森霊園
事業特別会計歳入歳出決算認
定について

認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○ ○ ◯ ○

認　定
第６号

平成27年度長南町農業集落
排水事業特別会計歳入歳出決
算認定について

認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○ ○ ◯ ○

認　定
第７号

平成27年度長南町ガス事業
会計利益の処分及び決算認定
について

認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○ ○ ◯ ○

同　意
第１号

教育委員会委員の任命につき
同意を求めることについて 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○は賛成、×は反対、欠は欠席、副議長は賛否に加わらないため「−」で表示

平成28年　長南町議会第３回定例議会提出議案等　議決結果
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一
般
質
問
は
、
町
の
行

政
全
般
に
執
行
者
の
所
見

や
疑
義
に
つ
い
て
質
問
で

き
る
も
の
で
す
。

質
問
す
る
議
員
も
受
け

る
執
行
機
関
も
十
分
な
時

間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
通
告
制
と
し
、
事
前
に

質
問
内
容
を
通
告
し
、
質

問
と
答
弁
が
か
み
合
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
通
告
は
指
定
期
間

内
に
議
長
に
提
出
し
、
質

問
の
順
位
は
受
付
順
に
行

わ
れ
ま
す
。

質
問
時
間
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
質
問
答
弁
を
含
め

て
一
時
間
以
内
で
完
了
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
平
成
26
年
4

月
議
会
か
ら
一
問
ず
つ
質

問
答
弁
を
完
結
さ
せ
る
一

問
一
答
方
式
を
採
用
し
て

い
ま
す
。

一
般
質
問

と
は

一般
質問 ここが聞きたい！

一般質問は、質問者本人の原稿を基に掲載しています。白丸の数字の質問を掲載しています。青丸の数字
の質問は紙面の都合により掲載していません。詳しくは、議会ホームページの会議録をご覧ください。

定例会の初日と第 2日目に一般質問が行われ、７人の議員が町政について質問しました。
通告順（発言順）に掲載いたします。

和田和夫　議員
①　介護保険制度について
②　道路行政について

御園生明　議員
①　観光物産センター建設事業について
②　機構の改革について

加藤喜男　議員
①　「小学校跡地活用検討委員会」等について
②　空き校舎等の維持管理費について
❸　産学官協定について
④　公務員の選挙活動について

丸島なか　議員
①　町民の健康増進について
②　空き家対策について

森川剛典　議員
①　サニータウン米満について
②　公共施設関連の基本構想とその関連委員会について
③　小学校閉校後の当面の跡地活用について

松野唱平　議員
①　地方創生加速化交付金事業の推進等について

岩瀬康陽　議員
①　町の活性化策について
②　農業政策について

７人の議員が一般質問を行う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
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一般
質問

福
祉
用
具
、
住
宅
改
修
の

全
額
自
己
負
担
に
つ
い
て

改
正
案
が
出
て
、
影
響
を
見
極
め
て
か
ら
か

和田和夫 議員

要
支
援
の
１
、

２
と
要
介
護
１
、

２
の
方
が
利
用
す
る
福
祉

用
具
及
び
住
宅
改
修
サ
ー

ビ
ス
を
全
額
自
己
負
担
に

す
る
こ
と
を
国
は
検
討
し

て
い
ま
す
。
全
額
自
己
負

担
に
な
り
、
利
用
を
た
め

ら
い
、
転
倒
な
ど
で
介
護

が
重
症
化
す
る
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人

が
65
歳
に
な
る
と

障
害
福
祉
か
ら
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
に
か
わ
る
こ

市
原
方
面
に
向

か
う
場
合
、
一
旦

停
止
の
標
識
が
あ
り
ま

す
。
交
差
を
し
な
い
高
速

道
路
の
入
口
は
い
く
つ
あ

り
ま
す
か
。
ス
ピ
ー
ド
が

上
が
っ
て
き
た
地
点
、
高

速
道
路
の
高
架
を
す
ぎ
な

千
田
か
ら
古
沢

に
向
か
う
千
田
20

号
線
は
、
東
地
区
や
近
隣

か
ら
の
抜
け
道
と
な
っ
て

い
て
、
道
が
狭
く
、
カ
ー

ブ
が
多
く
、
事
故
も
起
き

て
い
ま
す
。
こ
の
道
路
の

安
全
対
策
を
ど
う
進
め
て

い
き
ま
す
か
。

明
確
な
改
正
案
は
示
さ

平
成
30
年
４
月
よ
り
65

歳
に
至
る
ま
で
の
長
期
間

建
設
事
業
者
と
警
察
と

の
間
で
行
う
協
議
が
法
律

で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
十
分
な
安
全
対
策
が

協
議
さ
れ
、
建
設
さ
れ
た

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

当
面
は
状
況
を
見
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
県
内

54
カ
所
の
イ
ン
タ
ー
の
う

ち
平
面
交
差
の
イ
ン
タ
ー

は
10
カ
所
存
在
し
ま
す
。

来
年
度
予
定
し
て
い
る

地
籍
調
査
後
に
実
施
計
画

に
基
づ
き
用
地
買
収
を
行

い
、
局
部
的
な
道
路
整
備

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

町
　
長

建
設
環
境
課
長

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

へ
移
行
し
た
場
合
は

圏
央
道
茂
原
長
南
イ

ン
タ
ー
に
つ
い
て

千
田
か
ら
古
沢
に
向
か
う

道
路
改
良
事
業
に
つ
い
て

千田20号線：カーブが続き見通しが悪く、
通行には注意が必要

問

問

問

問

利
用
者
負
担
は
障
害

者
福
祉
制
度
に
よ
り

軽
減
さ
れ
る

安
全
対
策
が
協
議
さ

れ
、
建
設
さ
れ
た
と

考
え
て
い
ま
す

危
険
箇
所
を
優
先
し

て
、
局
部
的
な
道
路

整
備
を
実
施
し
ま
す

れ
て
い
ま
せ
ん
。
改
正
案

が
示
さ
れ
ま
し
た
ら
低
所

得
者
等
に
及
ぼ
す
影
響
を

見
き
わ
め
た
上
で
、
町
と

し
て
何
が
で
き
る
か
を
判

断
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

と
で
サ
ー
ビ
ス
が
減
っ
た

り
負
担
額
が
ふ
え
た
り
し

て
し
ま
う
突
然
の
変
化
が

障
害
者
を
苦
し
め
て
い
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
て

ほ
し
い
と
い
う
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

に
わ
た
り
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
き
た
場

合
、
障
害
者
の
所
得
状
況

や
障
害
の
程
度
等
の
事
情

を
勘
案
し
て
利
用
者
負
担

は
障
害
者
福
祉
制
度
に
よ

り
軽
減
を
図
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

い
と
標
識
は
見

え
ず
、
交
差
点

の
危
険
性
が
わ

か
り
ま
せ
ん
。

ド
ラ
イ
バ
ー
を

危
険
か
ら
守
る

た
め
、
安
全
対

策
を
要
望
す
る

よ
う
に
。

を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
長

生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ

ン
と
町
道
利
根
里

線
の
接
続
イ
ン

タ
ー
が
完
成
す
れ

ば
交
通
量
が
減
少

す
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
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観光物産センター建設事業について
観光案内も含めた総合的な直売所

御園生明 議員

本
事
業
は
、
ど

の
よ
う
な
整
備
手

法
を
念
頭
に
置
い
て
い
る

の
か
。ま
た
、ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
建
設
予
定
地
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

（
仮
称
）渡
邉
辰

五
郎
記
念
館
は
、

生
誕
地
で
の
整
備
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。集
客
す
る

に
は
、交
通
利
便
性
等
の
高

い
場
所
が
最
適
で
す
の
で
、

人
口
減
少
に
対

応
す
る
に
は
、
更

副
町
長
職
は
、

法
で
置
く
こ
と
が

出
来
る
と
規
定
さ
れ
て
お

り
、
置
か
な
い
自
治
体
も

副
町
長
の
責
務

と
副
町
長
を
置
か

な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
考

副
町
長
の
責
務

は
職
員
の
指
導
育

成
に
努
め
る
こ
と
に
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、
残
念
な

こ
と
に
副
町
長
の
立
場
に

あ
る
人
が
職
員
に
対
し
モ

ラ
ル
の
低
い
言
葉
や
品
位

に
欠
け
る
言
動
を
耳
に
し

ま
す
。
職
員
育
成
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

商
工
会
館
・
観
光
案
内

所
に
併
設
す
る
形
で
計
画

し
て
い
ま
す
。
公
設
民
営

で
住
民
等
が
利
用
で
き
る

ス
ー
パ
ー
と
観
光
案
内
所

を
含
め
た
総
合
的
な
直
売

所
を
設
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
の
採

用
は
賛
成
で
す
が
、
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
や
統
合

小
学
校
開
校
後
に
事
務
量

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
の

で
、
本
制
度
導
入
に
お
け

る
長
所
短
所
を
整
理
し
て

判
断
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

人
口
が
四
千
人
、
五
千

人
に
な
っ
た
時
に
、
機
構

改
革
の
中
で
副
町
長
職
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

職
員
の
指
導
や
仕
事
が

円
滑
に
進
む
こ
と
が
私
の

立
場
で
す
。
副
町
長
職
が

い
ら
な
い
と
す
れ
ば
考
え

な
く
て
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
質
問
の
内
容

が
私
自
身
の
事
な
の
か
、

将
来
の
事
な
の
か
が
理
解

で
き
ま
せ
ん
。

人
事
管
理
は
、将
来
を

見
据
え
て
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。副
町
長

を
置
か
な
い
こ
と
も
選
択

肢
の
一
つ
で
す
。今
後
の
人

口
動
態
、事
務
量
、
財
政
規

模
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、適

切
に
判
断
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。

生
誕
地
に
整
備
す
る
の

は
、
宿
場
町
の
風
情
を
残

す
街
中
を
観
光
資
源
と
し

て
活
用
す
る
た
め
で
す
。

そ
こ
に
記
念
館
を
建
設
し

て
大
学
と
の
交
流
拠
点
、

町
民
の
憩
い
の
場
と
し
ま

す
。
今
後
、
施
設
の
内
容

や
運
営
方
法
を
検
討
し

て
、
街
中
の
活
性
化
を

図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

町
　
長

町
　
長

副
町
長

副
町
長

町
　
長

教
育
長

機
構
改
革
に
つ
い
て

問問

問

問

問

問

副
町
長
も
置
か
な
い

こ
と
も
選
択
肢

観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
と
の

複
合
施
設
と
し
て
整
備
し
、

相
乗
効
果
を
上
げ
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

○
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
概
要

町
で
は
、
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
を
町
活
性
化
の
施
策

と
し
て
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。
そ
の
戦
略
の
中
で
具
体
的
な
事
業
内
容
と
し
て
、
圏
央

道
茂
原
長
南
Ｉ
Ｃ
近
郊
に
商
工
会
館
、
観
光
案
内
所
、
町
特
産
品

の
販
売
を
行
う
複
合
施
設
を
建
設
し
、
観
光
客
に
町
の
魅
力
を
積

極
的
に
発
信
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

《 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
Ｐ
21
よ
り 

》

な
る
機
構
の
ス
リ
ム
化
や

民
間
活
力
の
導
入
等
が
必

要
で
す
。
笠
森
霊
園
や
海

洋
セ
ン
タ
ー
等
に
、
経
費

削
減
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
が

図
れ
る
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
が

進
む
本
町
は
、
職
員
の
能

力
向
上
に
よ
り
、
副
町
長

を
置
か
な
く
て
も
事
務
執

行
に
対
応
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

え
を
お
聞
き
し
ま
す
。
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一般
質問

小
学
校
跡
地
活
用
検
討
委
員
会
に

つ
い
て
は
「
附
属
機
関
」に
す
る

こ
と
が
適
当
で
は
な
い
の
か

「
附
属
機
関
」
に
つ
い
て
は
、

類
似
団
体
の
動
向
を
精
査
し
対
応 加藤喜男 議員

町
長
は
、
7
月

に
小
学
校
跡
地
活

用
検
討
委
員
会
設
置
要
綱

に
よ
り
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
が
、
地
方

自
治
法
に
定
め
ら
れ
、
議

会
の
議
決
に
よ
り
条
例
で

設
置
さ
れ
る「
附
属
機
関
」

に
す
る
こ
と
が
適
当
で
は

な
い
の
か
。
ま
た
、
執
行

部
の
附
属
機
関
に
議
員
が

参
加
す
る
こ
と
は
好
ま
し

「
町
長
と
語
る

会
」
で
、
4
つ
の

廃
校
の
維
持
管
理
費
は
年

額
約
１
０
０
０
万
円
か
か

る
と
話
さ
れ
ま
し
た
が
、

隣
町
で
は
空
き
校
舎
の
管

理
費
が
年
額
76
万
で
あ

り
、
４
校
で
は
３
０
０
万

円
に
な
り
ま
す
。
一
概
に

は
比
較
で
き
ま
せ
ん
が

１
０
０
０
万
円
の
根
拠
を

お
聞
き
し
ま
す
。

本
検
討
委
員
会
は
、「
審

査
」「
諮
問
」
を
行
う
た

め
の
附
属
機
関
に
該
当
し

な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
類
似
案
件
を
見
る
と

附
属
機
関
と
し
て
の
位
置

づ
け
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
判
例
が
複
数
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
類

似
団
体
の
動
向
を
精
査
し

・
校
舎
、
窓
、
ト
イ
レ

清
掃
約
２
７
０
万
円
・
除

草
約
１
３
０
万
円
・
体
育

館
清
掃
約
４
０
万
円
・

プ
ー
ル
保
護
約
４
０
万

円
・
警
備
約
７
０
万
円
・

電
気
ガ
ス
水
道
下
水
処
理

約
１
８
０
万
円
・
火
災
保

険
約
５
０
万
円
・
電
気
保

安
、
浄
化
槽
管
理
、
消
防

施
設
保
守
委
託
約

１
３
０
万
円
を
合
算
す
る

と
９
１
０
万
円
と
な
り
ま

す
の
で
、
１
０
０
０
万
円

程
度
と
回
答
し
ま
し
た
。

町
　
長

町
　
長

対
応
し
ま
す
。

附
属
機
関
へ
の
議
員
の

参
加
に
つ
い
て
は
、
目
的

に
よ
り
議
員
が
必
要
な
場

合
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

委
員
会
へ
の
女
性
の
登
用

は
低
い
よ
う
に
思
い
ま
す

が
、
各
委
員
会
で
は
最
低

１
名
と
し
、
そ
の
上
で
目

標
設
定
値
を
上
回
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。

空
校
舎
の
維
持
管
理

費
の
算
定
根
拠
は

問

問

く
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

以
前
に
「
議
員
が
委
員
に

な
っ
て
も
ら
う
事
も
必

要
」
と
述
べ
た
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
の
か
。ま
た
、

各
委
員
会
へ
の
女
性
の
登

用
を
20
％
と
し
て
い
ま
す

が
、
更
に
増
や
す
考
え
は

な
い
の
か
お
聞
き
し
ま

す
。

町
長
と
語
る
会
で
は

１
０
０
０
万
円
程
度

と
回
答

地
位
を
利
用
し
た

選
挙
活
動
は
禁
止

公
職
選
挙
法
で

公
務
員
は
、
選
挙

運
動
を
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
特
別
職
で
非
常
勤
の

公
務
員
、
す
な
わ
ち
町
が

公
務
員
の
選
挙
活
動

問

公
職
選
挙
法
で
は
、
一

般
職
、
特
別
職
（
町
長
、

議
員
、区
長
、農
業
委
員
、

町
の
委
員
会
等
に
所
属

し
、
町
か
ら
報
酬
が
支
払

わ
れ
る
全
て
の
者
）
の
全

て
の
公
務
員
に
対
し
、
そ

の
地
位
を
利
用
し
た
選
挙

運
動
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。 選

挙
管
理
委

員
会
書
記
長

報
酬
を
支
払
う
区
長
や
各

種
委
員
会
の
構
成
員
は
選

挙
運
動
が
で
き
な
い
か
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
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現
在
、
町
に
は

保
健
師
が
１
人
で

保
健
業
務
を
ど
う
行
っ
て

い
る
か
伺
い
ま
す
。

ど
こ
の
大
学
を

訪
問
す
る
の
か
、

ま
た
、
採
用
年
齢
を
50
歳

ま
で
引
き
上
げ
る
考
え
は

な
い
か
伺
い
ま
す
。

臨
時
及
び
非
常

勤
は
何
人
雇
用
し

て
い
る
か
、
そ
の
業
務
内

容
は
、
人
口
に
対
し
適
正

な
保
健
師
数
を
伺
い
ま

す
。

小
児
習
慣
病
予

防
教
室
の
内
容
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

平
成
18
年
２
月

に
空
き
家
情
報
バ

ン
ク
を
設
置
し
た
が
、
最

近
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

空
き
家
情
報
を

一
元
化
し
移
住

相
談
会
を
実
施
す
る
考
え

は
、
多
く
の
課
に
関
連
し

て
い
る
が
窓
口
を
一
つ
に

で
き
な
か
伺
い
ま
す
。

空
き
家
の
現
状

を
伺
い
ま
す
。

町
長
は
特
別
措

置
法
を
ど
う
評
価

し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

が
ん
検
診
等
を

勧
奨
す
る
コ
ー

ル
リ
コ
ー
ル
の
取
り
組
み

状
況
を
伺
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
予

防
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

保健師不足の中での町民の健康増進について
大学等を訪問し人材確保に努める

丸島なか 議員

町
　
長

総
務
課
長

総
務
課
長

企
画
政
策
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

企
画
政
策
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問問

問

問問

問

問

問問

問

空
き
家
は
２
５
３
戸

臨
時
及
び
非
常
勤
の
保

健
師
、
看
護
師
等
を
雇
用

し
て
い
ま
す
。
29
年
度
の

１
次
試
験
は
応
募
が
な
く

２
次
募
集
を
行
う
予
定
で

す
。
大
学
等
の
訪
問
を
実

施
す
る
な
ど
人
材
確
保
に

努
め
ま
す
。

保
健
師
５
名
に
保
健
指

導
全
般
の
業
務
、
看
護
師

４
名
に
予
防
接
種
事
業

等
、
助
産
師
１
名
に
妊
産

婦
・
新
生
児
訪
問
指
導
の

協
力
を
得
て
い
ま
す
。
同

規
模
の
町
村
を
参
考
に
す

る
と
５
人
程
度
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

小
学
４
年
生
、中
学
１

年
生
を
対
象
に
保
健
師
等

が
訪
問
し
、生
活
習
慣
病
の

基
礎
知
識
に
つ
い
て
の
教

室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
に
問
診
票
、
予

定
表
を
送
付
し
、
未
受
診

10
年
間
で
16
件
の
登
録

が
あ
り
、
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
で
成
約
し
た
件
数
は

６
件
、
不
動
産
業
者
は
７

件
成
約
。
状
況
は
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

窓
口
の
一
本
化
は
、
近

隣
町
村
を
参
考
に
検
討
し

ま
す
。

現
時
点
で
は
相
談
会
の

実
施
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

小
・
中
学
生
の
小
児
習

慣
病
予
防
教
室
、
成
人
を

対
象
と
し
た
健
康
教
室
等

の
開
催
を
通
じ
て
、
子
供

か
ら
高
齢
者
ま
で
生
活
習

慣
病
の
周
知
、
予
防
、
改

善
に
努
め
て
い
ま
す
。

７
月
末
現
在
で
空
き
家

数
は
２
５
３
戸
。１
１
５
戸

が
改
修
等
を
行
え
ば
居
住

が
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。

空
き
家
解
消
に
向
け
高

く
評
価
し
ま
す
。
特
別
措

置
法
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、
所
有
者
に
第
一
義
的

な
管
理
責
任
が
あ
り
、
市

町
村
の
役
割
は
体
制
整

備
、
空
き
家
等
対
策
計
画

を
作
成
し
、
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
。
所
有
者
等
に

は
第
三
者
に
悪
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
適
切
な
管

理
を
お
願
い
し
た
い
。

淑
徳
大
学
等
を
訪
問
す

る
予
定
で
す
。
年
齢
は
今

後
検
討
し
ま
す
。

者
に
は
検
診
最
終
日
前
に

電
話
で
受
診
勧
奨
し
て
い

ま
す
。
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一般
質問

小
学
校
閉
校
後
の

当
面
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て

当
面
の
有
効
活
用
も
検
討 森川剛典 議員

現
在
の
小
学
校

は
体
育
館
等
を
多

く
の
団
体
が
使
用
し
て
い

ま
す
が
閉
校
後
の
当
面
の

運
営
・
管
理
・
使
用
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
て
い
ま

す
か
。

既
存
の
公
共
施

設
関
連
で
、
町
役

場
・
公
民
館
・
改
善
セ
ン

タ
ー
の
改
廃
な
ど
の
問
題

が
出
て
き
ま
す
が
、
町
の

長
南
町
立
小
学

校
跡
地
活
用
検
討

委
員
会
を
設
置
し
た
よ
う

で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
位

置
づ
け
に
な
る
の
か
、
ま

た
期
待
を
し
て
い
ま
す

か
。

（
仮
称
）渡
邉
辰

五
郎
記
念
館
事
業

に
つ
い
て
は
小
学
校
の
跡

地
活
用
の
問
題
も
関
連
す

町
有
財
産
の
有

効
活
用
を
過
疎
化

又
富
団
地
の
借

金
は
ど
れ
く
ら
い

残
っ
て
い
ま
す
か
。

当
面
の
管
理
に
つ
い
て

は
町
（
財
政
課
）
で
実
施

し
て
い
く
考
え
で
、
施
設

使
用
は
各
種
団
体
の
使
用

状
況
、他
施
設
で
の
利
用
、

現
時
点
で
は
公
共
施
設

全
般
に
わ
た
る
将
来
を
見

据
え
た
整
理
、
統
合
す
る

計
画
・
構
想
は
な
い
で
す

が
、
今
年
度
中
に
基
本
方

針
と
す
る
長
南
町
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
を
策

町
民
の
皆
さ
ん
を
中
心

と
し
た
委
員
か
ら
、
各
小

学
校
の
活
用
方
法
決
定
に

先
立
つ
参
考
意
見
を
集
約

し
て
報
告
す
る
町
民
会
議

の
位
置
づ
け
と
考
え
て
お

り
、
町
民
の
意
思
等
が
十

分
反
映
さ
れ
た
判
断
材
料

が
そ
ろ
え
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

生
誕
地
に
建
設
を
考
え

て
い
ま
す
が
、跡
地
活
用

と（
仮
称
）渡
邉
辰
五
郎
記

念
館
事
業
に
つ
い
て
は
一

緒
に
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。検
討
の
内
容
と
し
て

は
、記
念
館
の
基
本
的
機

能
と
活
動
方
針
、施
設
構

成
と
規
模
、運
営
形
態
と

組
織
、大
学
や
地
域
と
の

連
携
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
で
す
。現
在
、２
回
終
了

し
て
い
て
、ま
と
ま
っ
た

段
階
で
の
報
告
と
Ｈ
Ｐ
な

ど
に
も
公
表
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

毎
年
、
約
３
０
０
０
万

円
程
返
済
し
て
い
て
、
残

り
20
年
で
５
億
６
０
０
０

万
円
程
度
で
す
。

13
区
画
中
４
区
画
が
販

売
済
で
、２
区
画
が
交
渉・

商
談
中
で
す
。
入
居
者
・

入
居
予
定
者
は
４
世
帯
15

人
、内
子
供
は
７
名
で
す
。

町
外
か
ら
は
２
世
帯
８

人
、
子
ど
も
は
４
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
的

な
販
売
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
は
平
成
30
年

11
月
の
完
売
を
目
指
し
ま

す
。

財
政
課
長

企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

教
育
長

財
政
課
長

企
画
政
策
課
長

施
設
の
維
持
管
理
等
を
考

慮
し
た
中
で
検
討
し
ま

す
。
ま
た
、
当
面
の
有
効

活
用
に
つ
い
て
も
検
討
し

ま
す
。

公
共
施
設
関
連
の
基

本
構
想
と
そ
の
関
連

委
員
会
に
つ
い
て

サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
米
満

に
つ
い
て

基
本
的
な
考
え
や
構
想
は

あ
り
ま
す
か
。

定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

問

問

問問

問

問

こ
れ
か
ら
策
定

町
民
会
議

生
誕
地
に
建
設

完
売
目
標

る
と
思
い
ま
す
が
、今
後

の
構
想
と
検
討
委
員
会
の

役
割
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

対
策
と
い
う
視
点
で
考
え

た
施
策
だ
と
思
い
ま
す

が
、
現
在
の
進
行
状
況
を

伺
い
ま
す
。
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地方創生加速化交付金事業の推進等について
地方創生推進交付金事業の採択に向け、

（仮称）渡邉辰五郎記念館建設事業を進める

松野唱平 議員

国
の
補
正
予
算

に
伴
い
、
平
成
27

年
度
最
終
補
正
に
お
い

て
、
繰
越
明
許
費
１
億
４

０
０
万
円
が
設
定
さ
れ
、

こ
の
内
一
億
総
活
躍
社
会

の
実
現
に
向
け
た
緊
急
対

応
策
の
、
地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
事
業
に
お
い
て

補
助
申
請
し
た
（
仮
称
）

渡
邉
辰
五
郎
記
念
館
建
設

事
業
の
用
地
取
得
費
及
び

町
特
産
品
Ｐ
Ｒ
事
業
が
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
後
町
の
両
事
業
の
対
応

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

農
林
業
生
産
組

合
か
ら
今
後
の
事

業
推
進
の
た
め
に
、
Ｐ
Ｒ

事
業
を
含
め
た
「
農
業
関

係
事
業
に
係
る
要
望
書
」

が
提
出
さ
れ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、
要
望
の
内
容

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
形

で
応
え
て
い
く
の
か
伺
い

ま
す
。

今
回
の
地
方
創
生
に
係

る
加
速
化
交
付
金
事
業
に

要
望
の
内
容
は
、
町
内

で
生
産
さ
れ
る
コ
シ
ヒ
カ

リ
米
に
つ
い
て
、
ブ
ラ
ン

ド
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
た

め
「
長
南
町
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
」
と
し
て
統
一
し
た
名

称
で
の
Ｐ
Ｒ
の
推
進
を
図

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
町

で
は
農
業
法
人
の
東
部
、

産
業
振
興
課
長

企
画
政
策
課
長

農
林
業
生
産
組
合
か

ら
の
要
望
に
対
し
て

「
長
南
町
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
」
な
ど
の
名
称
で

米
袋
の
作
成

現在、長南町産コシヒカリの PRとしてイベントなどで配布して
いる米袋（450g）［来年度に作成予定の袋ではありません］

問

問

お
い
て
、（
仮
称
）
渡
邉

辰
五
郎
記
念
館
建
設
事
業

に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ド
部

分
を
除
く
ソ
フ
ト
部
分
に

つ
い
て
全
面
的
に
採
択
さ

れ
、
農
業
関
連
の
町
特
産

品
Ｐ
Ｒ
事
業
は
、
事
業
内

容
そ
の
も
の
が
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
の
基

本
的
な
両
事
業
の
対
応
に

つ
い
て
は
、（
仮
称
）
渡

邉
辰
五
郎
記
念
館
建
設
事

業
は
、
こ
れ
を
継
続
す
る

形
で
、
本
年
度
地
方
創
生

推
進
交
付
金
事
業
の
採
択

に
向
け
て
、
第
２
次
申
請

業
務
を
進
め
て
い
る
状
況

で
す
。
現
在
の
状
況
で
は

本
年
11
月
末
に
事
業
採
択

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
町
特
産

関
原
、
西
部
営
農
組
合
の

協
力
を
得
て
、
Ｐ
Ｒ
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、

こ
の
11
月
に
東
京
丸
の
内

で
開
催
さ
れ
る
千
葉
県
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

希
望
を
提
出
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
統
一
し
た

名
称
で
の
米
の
Ｐ
Ｒ
を
図

る
案
と
し
て
、「
長
南
町

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
等
の
名

称
で
、
来
年
度
に
米
袋
を

作
成
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

品
Ｐ
Ｒ
事
業
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
は
地
方
創

生
に
係
る
事
業
に
適
合
す

る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
は
見
当

た
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
産
業
振
興
の
た
め
の

施
設
整
備
を
中
心
と
し
た

新
交
付
金
と
し
て
、
ハ
ー

ド
事
業
に
特
化
す
る
方
針

も
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
新
規
情
報
の
取
集

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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一般
質問

町
の
活
性
化
策
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
に
取
り
組
む 岩瀬康陽 議員

人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
が
進
展

す
る
本
町
の
現
状
を
少
し

で
も
早
く
改
善
さ
せ
る
に

は
、
都
市
住
民
の
斬
新
な

視
点
や
発
想
で
活
性
化
に

取
り
組
む
こ
と
も
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、
都
市
の
若

者
の
視
点
や
感
性
等
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
て
、
農

業
や
観
光
、
地
域
作
り
に

取
り
組
む
、
国
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
を
導
入

す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

町
は
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
や
後

継
者
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
全
農
家
参
加
型
の

地
域
営
農
組
織
の
確
立
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
若
者
を

就
農
さ
せ
る
に
は
、
農
業

生
産
性
を
高
め
て
農
業
所

得
を
増
や
す
農
業
形
態
を

育
成
す
る
こ
と
が
肝
要
で

す
。
町
で
は
、
総
合
戦
略

に
後
継
者
問
題
等
を
解
決

す
る
た
め
に
、
営
農
組
織

作
り
を
推
進
す
る
と
あ
り

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
形

態
で
の
推
進
を
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

経
営
者
が
多
角

経
営
に
取
り
組
む

に
は
、な
ん
ら
か
の
支
援
・

動
機
付
け
が
必
要
で
す
。

町
も
積
極
的
に
支
援
を

行
っ
て
行
く
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
は
、
町
づ
く
り
の
活
性

化
策
の
一
つ
と
し
て
良
い

制
度
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
隊
員

を
受
け
入
れ
る
地
域
の
人

町
は
、
農
家
合
意
に
基

づ
い
た
集
落
営
農
組
織
の

立
ち
上
げ
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
後
継
者
問
題
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
集
落
営

農
組
合
等
が
、
所
得
の
向

上
と
魅
力
あ
る
農
業
に
向

け
た
、
多
角
経
営
に
努
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
町
も
引
き

続
き
、
経
営
支
援
と
併
せ

て
、
後
継
者
育
成
の
支
援

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

企
画
政
策
課
長

農
地
保
全
課
長

町
　
長

農
業
政
策
に
つ
い
て

農
業
の
方
向
性
を

見
極
め
て
対
応
す
る

後
継
者
育
成
の
支
援

を
検
討

経
営
者
の
皆
さ
ん
で
、

担
い
手
不
足
を
ど
う
補
っ

て
い
く
の
か
、
水
稲
か
ら

野
菜
や
果
樹
等
へ
転
作
す

る
の
か
、
今
か
ら
議
論
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
農

業
の
方
向
性
が
決
ま
れ

ば
、
町
も
経
営
者
の
意
見

を
聞
い
て
、
こ
れ
か
ら
の

農
業
を
ど
う
す
る
の
か
見

極
め
た
中
で
、
対
応
し
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

問

問

問

た
ち
の
理
解
と
協
力
が
な

い
と
成
果
を
上
げ
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。従
っ
て
、

こ
の
制
度
を
精
査
し
、
準

備
段
階
で
ク
リ
ア
で
き
る

条
件
を
整
理
し
て
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
等
の
進
行
が
著
し
い
地
方
に
お
い
て
、
地
域
外

の
人
材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
地
域
協
力
活
動
を
行
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
定
住
・
定
着
を
図
る
こ

と
で
、
意
欲
あ
る
都
市
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
図
っ
て
行
く
こ

と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
の
取
組
自
治
体
に
は
、
隊
員
の
活
動
に
要
す
る
経
費
つ
い
て
、
特
別
交
付
税
の
財
政
支

援
（
上
限
あ
り
）
が
あ
り
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
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政務活動費とは、地方議会の議員に政策調査研究等の
活動のために支給される費用です。もとは政務調査費の
名称でした。本町では「長南町議会政務活動費の交付に
関する条例」により、月額 4,000 円が交付されています。
主な使途につきましては、調査研究費、研修費、会議費、
資料購入費等で、年度末に収支報告書の提出が義務付け
られています。町内に住所を有する人等は収支報告書の
閲覧を請求することができます。

去
る
9
月
28
日
に
長
生
郡
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ

る
平
成
28
年
度
町
村
議
会
議
員
及
び
議
会
事
務
局
職
員
合

同
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
で
は
、
参
議
院
議
員　
橋
本　
聖
子 

氏 

を
講
師
に
招
き
「
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
に
向
け
て
－
ス
ポ
ー
ツ
の
力
と
そ
の

可
能
性
－
」
と
題
し
た
講
演
を
い
た
だ
き
、
研
修
し
て
き

ま
し
た
。

去
る
9
月
14
日
に
議
会
全
員
協
議
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
協
議
会
で
は
、「
４
小
学
校
跡
地
」
な
ど
、
町

有
地
の
活
用
方
法
を
調
査
・
研
究
す
る
た
め
の
任
意
の
組

織
と
し
て
、「
長
南
町
議
会
跡
地
活
用
研
究
会
」
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
こ
の
研
究
会
の
座
長
に
加

藤
喜
男
議
員
、
座
長
の
補
佐
に
岩
瀬
康
陽
議
員
を
選
出
し

ま
し
た
。

板
倉
正
勝
議
長
が
、
平
成
28
年
8
月
30
日
付
け
で
長
生

郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
議
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

議
長
就
任
挨
拶

こ
の
度
の
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
８
月
定

例
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議

長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
議
長
と
し
て
責

任
の
重
大
さ
を
自
覚
し
、
長
生
郡
市
の
発
展
と
福
祉
向
上

の
た
め
に
、
更
な
る
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
議
員
・
事
務
局
職
員

合
同
研
修
会
に
参
加

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

議
会
議
長
に
就
任

議
員
全
員
に
よ
る

「
長
南
町
議
会
跡
地
活
用
研
究
会
」

を
発
足

参議院議員 橋本 聖子 氏の講演

政務活動費とは？
議会を傍聴して

みませんか？

面倒な手続きはありません。

１人でも団体でも傍聴できま

すので、ぜひお越しください。

次回定例議会は

12月 7日㈬から
の予定です。



町ホームページに定例議会・臨時議会の会議録を公開しています。
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今
秋
は
天
候
不
順
が
長

く
続
き
、
稲
作
農
家
の

方
々
は
大
変
ご
苦
労
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
で
は
昔
か

ら
新
米
は
新
嘗
祭(

に
い

な
め
さ
い)

を
も
っ
て
食

す
る
伝
統
も
あ
り
ま
し
た

が
薄
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。さ

て
、
本
委
員
会
で
は

更
に
充
実
し
た
広
報
と
す

る
た
め
、
他
自
治
体
へ
の

研
修
な
ど
研
鑽
を
重
ね
13

年
ぶ
り
に
全
面
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
致
し
ま
し
た
。

今
後
は
多
少
の
修
正
も

ご
ざ
い
ま
す
が
、
よ
り
良

い
「
議
会
だ
よ
り
」
を
目

指
し
て
行
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
ま
た
、「
議
会
」や「
議

会
だ
よ
り
」
に
つ
い
て
の

ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。（

加
藤
喜
男
）

編
集
の
あ
と
で

長南町広報特別委員会
発行責任者　　板　倉　正　勝
委 員 長　　加　藤　喜　男
副委員長　　河　野　康二郎
委 員　　大　倉　正　幸
同 　　森　川　剛　典
同 　　松　野　唱　平

長
南
中
学
校
３
年

長
南
中
学
校
３
年

白し
ら

井い　

紘こ
う

雅が

さ
ん

小お

幡ば
た　

和か
ず

未み

さ
ん 若い力

長南町の

大
切
な
長
南
町
の
た
め
全
力
で
貢
献
し
た
い

町
外
の
人
の
声
も
取
り
入
れ
て

長
南
町
は「
緑
豊
か
で
、

地
域
全
体
で
協
力
し
合
え

る
町
」
だ
と
私
は
思
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
町
の
人
達

は
心
が
広
く
、
優
し
い
か

ら
で
す
。

私
は
吹
奏
楽
部
員
と
し

て
長
南
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
毎
年
参
加
し
、
演
奏
し

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は

長
南
中
吹
奏
楽
部
だ
け
で

な
く
、
長
南
中
Ｏ
Ｂ
を
中

心
に
結
成
さ
れ
た
長
南
吹

長
南
町
の
好
き
な
と
こ

ろ
。
そ
れ
は
「
優
し
い
」

と
こ
ろ
で
す
。

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ

て
い
る
こ
と
。
地
域
の
人

に
あ
い
さ
つ
を
す
れ
ば
必

ず
返
っ
て
く
る
こ
と
。
町

で
行
事
が
あ
れ
ば
町
民
全

体
で
団
結
し
、
大
い
に
盛

り
上
が
る
こ
と
。
ま
る
で

町
が
私
を
柔
ら
か
く
包
み

込
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
優

奏
楽
団
の
皆
さ
ん
と
コ
ラ

ボ
し
て
い
ま
す
。「
長
南

町
を
吹
奏
楽
で
盛
り
上
げ

た
い
」と
い
う
気
持
ち
で
、

町
外
在
住
の
方
も
た
く
さ

ん
演
奏
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
よ
り
よ
い
町
を
つ
く

る
に
は
、
こ
の
よ
う
な
場

を
使
っ
て
長
南
町
の
人
だ

け
で
な
く
、
町
外
の
人
の

声
も
取
り
入
れ
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

し
い
こ
の
町
が
私
は
大
好

き
で
す
。

長
南
町
も
少
子
高
齢
化

の
波
に
逆
ら
え
ず
、
四
つ

の
小
学
校
は
来
年
か
ら
一

つ
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち

小
・
中
学
生
の
力
が
町
の

活
性
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。
大
切
な
長
南
町
の
た

め
、
全
力
で
貢
献
し
て
い

き
た
い
で
す
。

ク イ ズクオカードが

 当たります！
クオカードが

 当たります！

ク
オ
カ
ー
ド
が
当
た
り
ま
す
《
応
募
方
法
》

　

ハ
ガ
キ
に
議
会
報
の
番
号
、
答
え
の
記
号
（
例
、
問

１
＝
Ａ
）、
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、

職
業
（
学
校
名
）
を
記
入
の
う
え
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
議
会
報
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
を
書

き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選

で
７
人
の
方
に
ク
オ
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

あ
て
先

　

〒
２
９
７

−

０
１
９
２

　

長
南
町
長
南
２
１
１
０
番
地

　

長
南
町
議
会
事
務
局

締
め
切
り
＝
平
成
28
年
11
月
30
日

　
　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

前回の全問正解者数は、
14人で正解は問１＝A、
問２＝ B、問３＝ Aで
した。
当選者の発表は、クオ
カードの発送をもってか
えさせていただきます。

問
１�　

決
算
特
別
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
た
会

計
は
。

　
　
　

Ａ　

一
般
会
計

　
　
　

Ｂ　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　

Ｃ　

介
護
保
険
特
別
会
計

問
２�　

人
事
案
件
で
同
意
し
た
委
員
の
名
称
は
。

　
　
　

Ａ　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
　
　

Ｂ　

�

監
査
委
員

　
　
　

Ｃ　

�

教
育
委
員
会
委
員

問
３�　

一
般
質
問
は
何
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
か
。

　
　
　

Ａ　

５
人

　
　
　

Ｂ　

７
人

　
　
　

Ｃ　

13
人

　3つの答えの中から正しいものを
選びハガキに書いてお送りください。
 「議会報」を読めば分かります。

　長い間議会クイズにご応
募いただきありがとうござ
いました。
　今回のクイズを最後とし
て、終了することになりま
した。
　今後は、皆様から議会に
対するご意見やご要望を議
会事務局までお送り下さい。
ご意見をいただいた方に、
各号抽選により５人の方に
クオカードをプレゼントし
ます。

N0.93議会クイズ
終了のお知らせ


